
地声寸言  第百四十一回「人生の転機」 

 

然
し
、
途
中
い
く
つ
か
の
転
機
が
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
転
轍
機
が
あ
っ
た
。
そ
こ
を
右
に

切
ら
ず
に
左
に
き
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
、
ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、
人
生
の
転
機
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
あ
ゝ
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
こ
う
す
れ
ば
よ

か
っ
た
と
い
う
反
省
で
は
な
い
。 

 

結
局
、
今
日
の
日
に
到
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
運
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

一
、 

 

一
高
を
卒
業
す
る
時
、
作
家
で
暮
そ
う
と
し
た
。
結
局
、
才
が
な
さ
そ
な
の
で
諦
ら
め
、
東
大

英
文
科
で
は
な
く
、
法
学
部
政
治
学
科
を
選
ん
だ
こ
と
。 

三
、 

 

歩
兵
第
十
二
旅
団
司
令
部
か
ら
第
三
十
四
軍
司
令
部
（
経
理
部
）
に
転
じ
る
前
、
身
深
少
佐
な

ど
に
推
め
ら
れ
て
法
務
部
転
科
（
高
文
司
法
科
試
験
を
合
格
し
て
い
た
）
の
手
続
き
を
と
っ
た
。

経
理
部
庶
務
将
校
に
転
任
後
、
陸
軍
主
計
少
尉
か
ら
法
務
少
尉
に
転
科
す
る
辞
令
を
受
け
取
っ
た

が
、
経
理
部
長
新
居
大
佐
、
高
級
部
員
岩
上
中
佐
に
説
得
さ
れ
て
諦
め
た
。 

六
、 

 

エ
ラ
ブ
カ
ラ
ー
ゲ
リ
か
ら
カ
ザ
ン
の
ラ
ー
ゲ
リ
を
経
て
、
長
い
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
二
十
三
日
間

の
間
、
考
え
に
考
え
抜
い
た
末
、
大
蔵
省
を
辞
め
、
弁
護
士
と
し
て
働
く
決
心
を
固
め
た
。
二
十

七
人
、
昭
和
十
七
年
の
秋
に
入
省
し
た
同
僚
は
大
部
分
、
海
軍
又
は
陸
軍
の
軍
務
に
つ
い
た
が
、

戦
死
し
た
数
人
を
除
き
、
六
年
も
経
っ
て
最
后
の
一
人
と
し
て
帰
還
し
た
の
は
私
で
あ
っ
た
。 

 

今
頃
ノ
コ
ノ
コ
戻
っ
て
も
、
人
の
後
に
つ
い
て
行
く
し
か
な
い
。
な
ら
ば
、
思
い
切
っ
て
役
所

を
辞
め
よ
う
と
固
く
心
に
誓
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
家
に
帰
っ
て
翌
々
日
大
蔵
省
に
挨
拶
に
行
っ
た
ら
、
河
野
一
之
官
房
長
、
大
月
高

文
書
課
長
か
ら
、
直
ぐ
戻
っ
て
来
い
よ
、
明
日
か
ら
で
も
い
い
、
同
期
の
者
と
待
遇
は
一
緒
に
す

る
か
ら
と
こ
も
ご
も
有
難
い
言
葉
で
あ
っ
た
。 

 

戦
前
の
制
度
で
は
高
文
司
法
科
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
直
ち
に
弁
護
士
登
録
が
出
来
た
が
、

五
、 

 

エ
ラ
ブ
カ
の
ラ
ー
ゲ
リ
で
無
警
戒
の
た
め
ド
イ
ツ
軍
将
校
フ
ォ
ー
ゲ
ル
・
ジ
ン
ガ
ー
が
と
親
し

く
し
、
生
兵
法
は
ケ
ガ
の
も
と
、
い
さ
さ
か
不
充
分
な
ド
イ
ツ
語
会
話
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
本

当
は
共
産
党
の
ス
パ
イ
と
な
っ
て
い
た
彼
の
密
告
で
四
ケ
月
も
カ
ザ
ン
の
監
獄
の
独
房
で
取
調
を

受
け
た
。
エ
ラ
ブ
カ
の
部
隊
が
二
十
三
年
春
に
ラ
ー
ゲ
ル
を
離
れ
る
時
、
日
本
人
部
長
の
ク
ロ
イ

ツ
エ
ル
中
尉
（
女
）
の
好
意
で
再
調
査
を
受
け
、
や
っ
と
最
后
の
梯
団
に
入
れ
て
貰
っ
た
。
私
の

文
学
好
き
が
役
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

取
調
の
容
疑
は
、
①
官
名
詐
祢
、
（
本
当
は
主
計
少
佐
な
の
に
少
尉
と
詐
っ
て
い
る
）
、
耺
名
詐

称
（
本
当
は
軍
の
貨
物
支
廠
長
で
あ
っ
た
の
に
司
令
部
経
理
部
勤
務
と
詐
つ
て
い
る
）
、
本
当
は
軍

の
貨
物
廠
の
支
廠
長
と
し
て
中
国
人
の
パ
ル
チ
ザ
ン
部
隊
を
抑
圧
し
て
い
た
こ
と
の
三
つ
で
あ
っ

た
。
こ
と
ご
と
く
間
違
っ
て
い
る
、
と
抗
弁
し
て
も
（
タ
タ
ー
ル
自
治
共
和
国
の
内
務
次
官
―
取

調
官
）
、
ウ
ソ
（
ネ
・
プ
ラ
ウ
ダ
）
を
繰
り
返
し
、
取
り
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
）
。 

二
、 

 

東
大
を
卒
業
し
、
入
省
試
験
で
、
友
人
細
見
と
話
し
合
っ
て
、
一
緒
に
大
蔵
省
に
入
省
し
た
。 

 

彼
は
、
私
が
一
緒
に
大
蔵
省
に
入
る
の
で
な
け
れ
ば
、
農
林
省
に
、
私
は
外
務
省
に
入
っ
て
い

た
。
私
は
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
大
蔵
か
外
務
か
迷
っ
て
い
た
。 

四
、 

 

第
三
十
四
軍
司
令
部
が
北
鮮
に
転
進
を
命
じ
ら
れ
た
時
、
私
は
第
六
方
面
軍
に
所
属
換
え
と
な

る
予
定
の
経
理
部
調
弁
課
に
残
留
す
る
の
で
は
な
く
、
司
令
部
と
一
緒
に
転
進
部
隊
に
加
え
て
貰

っ
た
こ
と
へ
（
北
京
に
い
る
フ
ィ
ア
ン
セ
に
最
后
に
一
目
会
い
た
か
っ
た
）。 

 

地
声
寸
言 

 

第
百
四
十
一
回
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人
生
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転
機
」 
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そ
れ
は
田
中
角
栄
総
理
、
橋
本
幹
事
長
ラ
イ
ン
で
、
家
内
ま
で
党
本
部
に
呼
ん
で
の
談
判
。
美

濃
部
知
事
で
勝
算
が
乏
し
い
上
、
私
は
、
国
会
議
員
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
断
る
。
相
沢
か
石
原

慎
太
郎
か
と
い
う
話
で
、
田
中
総
理
に
金
が
な
い
と
答
え
た
ら
、
君
な
ら
十
五
億
円
、
石
原
な
ら

 
 

 
 

私
に
も
当
然
の
よ
う
に
出
馬
の
声
が
か
か
っ
た
。
企
画
庁
の
官
房
長
の
時
、
藤
山
愛
一
郎
氏
か

ら
澄
田
官
房
長
を
通
し
て
横
浜
市
長
（
現
職
は
神
中
の
先
輩
、
社
会
党
の
飛
島
田
氏
）
、
神
奈
川
知

事
（
小
林
与
三
次
を
通
し
て
津
田
知
事
の
後
任
）
、
村
上
議
員
を
通
し
て
、
全
員
一
致
だ
か
ら
、
と

い
っ
て
大
分
県
参
議
院
議
員
、
静
岡
県
衆
議
院
第
三
区
議
員
は
大
蔵
委
員
長
足
立
篤
郎
氏
が
自
分

の
後
任
と
し
て
、
大
阪
第
五
区
衆
議
院
議
員
の
松
田
竹
千
代
氏
議
員
か
ら
福
田
大
蔵
大
臣
に
再
三
。

（
秘
書
課
の
首
席
事
務
官
の
時
次
席
と
し
て
机
を
並
べ
て
い
た
木
野
君
が
ど
う
し
て
も
出
る
と
い

う
の
で
断
る
）
、
東
京
都
知
事
。 

 
 

 
 

そ
こ
か
ら
、
近
畿
財
務
局
長
二
年
、
主
計
局
次
長
三
年
、
経
済
企
画
庁
官
房
長
、
理
財
局
長
、

各
一
年
、
主
計
局
長
二
年
、
事
務
次
官
一
年
で
卒
業
し
た
。
仕
事
か
ら
政
治
の
世
界
に
接
觸
す
る

こ
と
が
多
く
、
主
計
局
長
の
先
輩
も
佐
藤
一
郎
、
村
上
孝
太
郎
、
鳩
山
威
一
郎
と
あ
い
つ
い
で
国

会
議
員
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

こ
の
間
、
予
算
の
仕
事
に
不
満
は
な
か
っ
た
が
、
他
の
局
の
仕
事
も
さ
せ
て
欲
し
い
と
人
事
に

関
す
る
年
一
回
の
希
望
調
書
に
は
書
い
て
出
し
て
い
た
が
、
全
然
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、

腰
を
据
え
て
予
算
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
、
私
の
事
務
次
官
ル
ー
ト
に
繋
が
る
こ
と

に
な
っ
た
、
と
思
う
。 

 

 
 

 
 

そ
れ
か
ら
私
の
長
い
予
算
屋
生
活
が
始
ま
っ
た
。
特
別
機
関
係
、
労
働
係
、
文
部
係
を
主
査
で

六
年
、
総
務
課
補
佐
、
文
部
、
地
方
財
政
、
農
林
担
当
主
計
官
と
合
わ
せ
て
九
年
、
法
規
課
長
、

総
務
課
長
で
二
年
。 

 
 

 
 

こ
こ
は
半
年
足
ら
ず
の
勤
務
で
、
二
十
四
年
九
月
、
急
に
主
計
局
へ
転
任
と
い
う
辞
令
が
舞
い

込
ん
だ
。
逓
信
省
担
当
の
主
査
で
、
前
任
者
の
矢
部
が
急
に
出
身
の
運
輸
省
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

て
空
い
た
ポ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
郵
政
・
電
気
通
信
の
二
省
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
で
分
割
さ
れ
た
直
後

の
両
省
の
予
算
を
担
当
し
た
。 

 
 

 
 

昭
和
二
十
三
年
八
月
復
員
し
、
省
に
戻
っ
た
時
、
主
税
局
の
課
長
補
佐
の
ポ
ス
ト
は
急
に
は
難

し
い
の
で
、
国
有
財
産
局
賠
償
業
務
課
の
首
席
事
務
官
に
な
っ
た
。
引
揚
げ
ポ
ス
ト
と
言
わ
れ
、

前
任
者
は
十
八
年
入
省
の
稲
村
光
一
で
あ
っ
た
（
後
、
財
務
官
）
。
こ
こ
は
半
年
余
で
、
下
京
税
務

署
長
と
な
っ
た
。
大
月
秘
書
課
長
は
い
ろ
い
ろ
気
を
遺
っ
て
く
れ
て
、
同
期
は
既
に
地
方
局
の
部

長
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
君
に
も
部
長
の
ポ
ス
ト
の
空
く
の
俟
っ
て
い
る
、
と
い
わ
れ
た
の
で
、

ど
う
せ
遅
れ
つ
い
で
に
税
務
署
長
を
や
ら
し
て
欲
し
い
と
返
事
を
し
て
お
い
た
。
そ
の
一
週
間
ぐ

ら
い
後
に
下
京
税
務
署
長
の
後
任
に
ど
う
か
、
と
の
話
で
、
京
都
な
ら
と
思
い
。
一
も
に
も
な
く

承
知
し
た
。 

八
、 

 

昭
和
十
七
年
九
月
大
蔵
省
に
入
省
し
た
時
の
配
属
は
、
主
税
局
国
税
一
課
で
あ
っ
た
。
当
時
、

判
任
学
士
と
呼
ば
れ
、
身
分
は
判
任
官
で
あ
っ
た
が
、
省
内
は
食
堂
も
便
所
も
高
等
官
扱
い
と
な

っ
て
い
た
。
エ
リ
ー
ト
の
取
扱
い
で
あ
る
。 

 
 
 
 

神
中
先
輩
、
松
隈
秀
雄
氏
（
後
に
大
蔵
次
官
）
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
思
う
。 

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
で
、
司
法
研
修
所
で
の
二
年
間
の
研
修
が
必
要
と
な
っ
た
。
私
は
、
既
に

フ
ィ
ア
セ
を
持
っ
て
い
た
し
、
彼
女
の
一
家
も
北
京
で
留
用
（
中
国
（
東
）
さ
れ
て
い
る
し
、
戻

れ
て
も
研
修
生
の
安
月
給
で
は
家
庭
も
て
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
で
、
固
い
決
心
の
つ
も

り
が
、
一
夜
に
し
て
崩
れ
、
大
蔵
省
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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幸
い
、
国
会
議
員
を
五
年
以
上
勤
め
れ
ば
、
司
法
研
修
所
に
お
け
る
研
修
を
実
質
免
除
す
る
と

三
億
円
だ
す
、
と
事
も
な
げ
な
総
理
の
詞
で
あ
っ
た
。
鳥
取
県
は
最
初
は
田
中
総
理
か
ら
参
議
院

選
に
出
な
い
か
と
い
う
話
、
当
時
県
会
議
長
を
務
め
た
土
谷
栄
一
を
県
連
が
公
認
候
補
と
し
て
党

本
部
に
推
薦
し
て
来
た
が
、
到
底
彼
で
は
勝
て
な
い
と
判
断
し
、
公
認
を
拒
否
し
た
後
で
あ
っ
た

の
で
、
彼
が
身
体
を
張
っ
て
反
対
す
る
と
い
う
。 

 

田
中
総
理
は
徳
安
県
連
会
長
に
私
で
候
補
を
纒
め
る
よ
う
に
軍
資
金
を
渡
し
て
工
作
さ
せ
て
い

る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
と
こ
ら
が
、
他
方
藤
山
愛
一
郎
氏
か
ら
は
立
候
補
を
強
く
薦
め
ら
れ
て
い

た
。
氏
の
曰
く
。
佐
藤
氏
が
参
議
院
選
に
出
る
と
き
、
戦
前
神
奈
川
県
で
課
長
を
務
め
た
こ
と
だ
け

の
縁
し
か
な
い
彼
を
自
民
党
市
連
の
会
長
と
し
て
当
選
に
向
っ
て
努
力
し
た
自
分
に
何
の
断
り
も

な
し
に
衆
議
院
議
員
候
補
と
し
て
な
ぐ
り
込
み
を
か
け
て
く
る
よ
う
な
男
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。
自

分
は
純
粋
の
ハ
マ
の
出
身
で
は
な
い
し
、
相
沢
さ
ん
が
立
候
補
し
て
く
れ
る
な
ら
、
藤
山
派
は
挙
げ

て
応
援
す
る
し
、
貴
方
が
出
て
く
れ
な
い
な
ら
、
後
援
会
は
解
散
す
る
と
い
う
大
へ
ん
に
有
難
い
言

葉
で
あ
っ
た
。 

鳥
取
県
は
、
私
自
身
は
親
類
縁
者
全
く
身
寄
り
が
な
い
の
で
、
そ
ん
な
強
い
反
対
が
あ
っ
て
は
出
る

わ
け
に
ゆ
か
な
い
、
と
固
辞
し
た
。 

 

軈
て
、
大
蔵
省
を
事
務
次
官
で
卒
業
し
、
虎
の
門
に
事
務
所
を
構
え
る
。
縁
起
を
か
つ
い
で
、
八

月
十
七
日
十
七
時
十
七
分
、
第
十
七
森
ビ
ル
、
十
七
階
の
部
屋
で
、
甚
だ
さ
さ
や
か
な
、
賑
か
な
開

所
式
で
あ
っ
た
。
一
七
は
昔
か
ら
私
の
ラ
ッ
キ
ー
・
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
さ
て
改
め
て
選
挙
区
を
ど

こ
に
決
め
る
か
、
で
あ
る
。 

 

神
中
後
輩
の
朝
日
新
聞
の
桑
田
（
後
テ
レ
朝
社
長
）
や
ら
何
や
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
の
情
勢
を

聞
い
た
が
、
横
浜
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
藤
山
愛
一
郎
氏
が
強
く
薦
め
て
く
れ
た
。 

私
は
、
田
中
総
理
に
も
福
田
大
蔵
大
臣
に
も
相
談
を
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
自
民
党
の
選
挙
は
中

選
挙
区
で
せ
り
合
っ
て
強
く
な
る
の
だ
か
ら
、
横
浜
か
ら
出
た
ら
い
い
、
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

福
田
さ
ん
は
佐
藤
氏
が
彼
の
派
に
入
っ
て
い
る
せ
い
か
、
選
挙
区
は
鳥
取
の
よ
う
な
田
舎
が
い
い
、

出
る
の
は
大
へ
ん
だ
が
、
一
度
出
る
と
続
く
、
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
鳥
取
に
は
、
福
田
派
と
言

わ
れ
た
島
田
候
補
が
い
た
が
、
福
田
さ
ん
は
表
面
は
と
も
か
く
余
り
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

悩
み
に
悩
ん
だ
。
佐
藤
氏
自
身
、
二
度
も
私
の
事
務
所
を
訪
れ
て
、
横
浜
は
是
非
自
分
に
や
ら
せ

て
欲
し
い
と
の
頼
み
。
主
計
局
か
ら
ず
っ
と
彼
の
道
を
、
そ
の
通
り
歩
い
て
来
た
私
だ
っ
た
の
で
、

先
輩
に
済
ま
な
い
気
に
な
り
か
け
て
い
た
し
、
鳥
取
県
連
は
挙
げ
て
応
援
を
す
る
、
赤
沢
議
員
自
身

か
ら
も
後
任
者
と
し
て
強
い
要
請
が
あ
っ
た
た
め
決
心
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
つ
の
大
き
な
人
生
の

転
機
で
あ
っ
た
。
私
の
亡
き
妻
の
父
が
鳥
取
県
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
縁
を
感
じ
て
い
た
し
、
山

陰
の
人
々
、
例
え
ば
結
婚
式
で
葉
子
の
親
代
り
を
務
め
た
元
島
根
県
知
事
の
田
部
氏
も
中
海
干
拓
事

業
の
着
工
の
件
で
再
三
会
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
平
田
の
市
長
木
佐
氏
と
も
予
算
の
関
係
で
知

っ
て
い
た
。
彼
も
葉
子
の
姻
戚
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
選
択
が
よ
か
っ
た
の
か
、
悪
か
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
私
は
と
っ
の
大
き
な

人
生
の
転
機
で
あ
っ
た
。 
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九
、 

 

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
五
日
米
子
市
の
皆
生
で
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
衆
議
院
議
員
に 

 
 

出
馬
宣
言
を
し
て
か
ら
五
十
一
年
の
第
一
回
の
当
選
、
連
続
九
期
当
選
。
第
十
回
目
の
選
挙
で
敗

北
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
年
令
が
問
題
だ
っ
た
。
親
し
く
し
て
い
た
山
中
貞
則
議
員
か
ら
、
も
し

当
選
し
て
い
れ
ば
、
お
前
が
最
高
年
令
者
と
し
て
衆
議
院
議
長
就
任
者
に
お
祝
い
を
言
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
に
、
俺
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
、
笑
い
な
が
ら
と
ボ
ヤ
い
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。 
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い
う
法
律
が
二
十
年
ぶ
り
に
成
立
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
第
一
回
生
と
し
て
短
い
研
修
を
受
け
、

虎
の
門
に
法
律
事
務
所
を
開
い
た
。 

 
 

 
 

い
く
つ
か
の
人
生
の
分
岐
点
を
経
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
反
対
に
切
っ
て
い
た

ら
、
今
頃
は
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
こ
と
は
無
論
あ
る
。 

 
 

 
 

し
か
し
、
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
は
二
度
と
繰
り
返
し
え
な
い
の
が
人
生
で
あ
り
、
又
、
分
岐
点
で

今
の
道
に
選
ん
だ
こ
と
に
偶
然
と
言
え
る
要
素
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
天
の
配
剤
で
あ
っ
た

の
か
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
本
人
に
ま
つ
わ
っ
て
い
る
運
命
な
の
で
は
な
い
か
。 

 
 
 
 

又
、
徒
ら
に
懐
古
し
て
も
、
何
等
事
態
は
変
ら
ず
、
益
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。 


